
 

平成２７年度 岐阜工業高等専門学校シラバス   

教科目名 システム工学 担当教員 池 田 徹 之 （非 常 勤） 

学年学科 ５年 電気情報工学科 後期 選択 １単位（学修）   

学習・教育目標 （Ｄ－２ 設計・システム系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 

次の項目が期待できる。 

・システム工学の基礎について応用数学によ
る取り扱い方を習得する。 

・システム理論を実際の電気・電子、情報系
の技術に応用ができる。 

  

以下の項目が目標である。 

① システム解析の理解 

② システムのモデリングの理解 

③ システムの最適化の計算 

④ システムの評価   

⑤ システムの信頼性解析の理解 

⑥ システム分析の計算 

 

成績評価の方法：  

中間試験 100 点＋期末試験 100 点＋課題（教室外学修）提出 50 点
の合計 250 点に対する総得点率（％）によって成績評価を行なう。 

達成度評価の基準： 
教科書の練習問題と同レベルの問題を試験で出題し，6割以上のレ

ベルまで達していること。 
 

①ネットワーク、微分方程式、統計、確率によるシステム解析ができ
ること。（６０％以上） 

②ファジィ理論、ニューラルネットワーク、進化型アルゴリズムの問
題が解けること。（６０％以上） 

③組み合せ最適化や数理計画法問題が解けること。（６０％以上） 
④システム評価の手法を理解して、評価ができること。（６０％以上） 
⑤システムの信頼性の解析ができること。（６０％以上） 
⑥多変量解析によってシステムの分析ができること。（６０％以上） 

授業の進め方とアドバイス： 

  教科書と教材プリントを良く学習して、講義内容を整理した各自のノートを作成すること。さらに、講義内容の
理解を深めるために、教室外学修で出題された演習問題と教科書の問題で十分な学習をすること。 
教室外学修は１回分毎に報告書を配布レポート用紙で提出すること。  

教科書および参考書： 

「システム工学」 （中森義輝、コロナ社）を教科書として用いる。 

「詳解システム工学の演習」 池田徹之、岐阜高専 

授業の概要と予定：後期  教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回： システム工学の概要， 

システムとグラフ 
ネットワ－クの解析法についての演習問題を解答せよ。  

第 ２回： システムの計画  ＰＥＲＴ／ＴＩＭＥについての演習問題を解答せよ。  

第 ３回： システムの解析 システムモデルについての演習問題を解答せよ。  

第 ４回： システムの解析 待ち行列問題についての演習問題を解答せよ。  

第 ５回： システムのモデリング  ファジィ理論についての演習問題を解答せよ。  

第 ６回： システムのモデリング 
ニュウーラルネットワークについての演習問題を 

解答せよ。 
 

第 ７回： システムのモデリング   進化型アルゴリズムについての演習問題を解答せよ。  

第 ８回： 中間試験 授業前半の総合演習問題を解答せよ。  

第 ９回： システムの最適化 組み合せ最適化問題についての演習問題を解答せよ。  

第１０回： システムの最適化 動的計画法についての演習問題を解答せよ。  

第１１回： システムの最適化 数理計画法についての演習問題を解答せよ。  

第１２回： システムの最適化 ゲーム理論についての演習問題を解答せよ。  

第１３回： システムの評価 
階層分析法、線形回帰モデルとショケイ積分モデル 

についての演習問題を解答せよ。 
 

第１４回：  システムの信頼性  信頼度、保全度についての演習問題を解答せよ。  

第１５回：  システムの分析 多変量解析についての演習問題を解答せよ。  

期末試験 授業後半の総合演習問題を解答せよ。  

第１６回： フォローアップ 

（期末試験の解答の解説など）   
  

 
 
 
 



 

 
 

評価（ルーブリック） 
 

達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

ネットワーク、微分方程

式、統計、確率によるシス

テム解析が 80%以上でき

る。 

ネットワーク、微分方程

式、統計、確率によるシス

テム解析が 60%以上でき

る。 

ネットワーク、微分方程式、

統計、確率によるシステム解

析ができない。 

② 

ファジィ理論、ニューラル

ネットワーク、進化型アル

ゴリズムの問題が 80%以

上解ける。 

ファジィ理論、ニューラル

ネットワーク、進化型アル

ゴリズムの問題が 60%以

上解ける。 

ファジィ理論、ニューラルネ

ットワーク、進化型アルゴリ

ズムの問題が解けない。 

③ 

組み合せ最適化や数理計

画法問題が 80%以上解け

る。 

組み合せ最適化や数理計

画法問題が 60%以上解け

る。 

組み合せ最適化や数理計画

法問題が解けない。 

④ 

システム評価の手法を理

解して、評価が 80%以上で

きる。 

システム評価の手法を理

解して、評価が 60%以上で

きる。 

システム評価の手法を理解

して、評価ができない。 

⑤ 

システムの信頼性の解析

が 80%以上できる。 

システムの信頼性の解析

が 60%以上できる。 

システムの信頼性の解析が

できない。 

⑥ 

多変量解析によってシス

テムの分析が 80%以上で

きる。 

多変量解析によってシス

テムの分析が 60%以上で

きる。 

多変量解析によってシステ

ムの分析ができない。 

 
 


